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１ 研究背景および研究目的 

  毒素・ウイルスは細胞表層を形成している糖タンパク質・

糖脂質の特定の糖鎖を特異的に認識・接着することが明らかに

され、現在では、この機構を応用した感染症の予防薬・治療薬

の開発研究が国内外で活発に行われている。その基本となるの

が“糖鎖クラスター効果”である。これは細胞表層の糖鎖のよ

うに高分子等の担体に機能性糖鎖をクラスター化させウイルス

に対する接着効果を向上させる方法であり、糖鎖単体よりも接着作用が 3 桁も高められることが知られている。

我々は、カルボシランデンドリマーを糖鎖の集積場に用い 、病原性大腸菌O-157の産生するベロ毒素に対して

強い阻害活性を示す糖鎖クラスター化合物の創製に成功した 1)。更にデングウイルス 2）、インフルエンザウィル

ス 3）の引き起こす感染症に対し効果を示す糖鎖クラスター化合物の創製をこれまでに行ってきた。また、最近

我々は上述のカルボシランデンドリマーへ凝集状態により発光強度が著しく変化する 2,3,4,5-テトラフェニル

-1-シラシクロペンタジエニル（以下シロールと略す）基を導入した化合物（1）を合成し、それがウイルス・毒

素などのレクチン類の検出薬として有用であることを報告してきた 4)。 
  一方、黄色ブドウ球菌による感染症は時には重篤な症状を発症し、免疫力が低下した患者が感染する

と日和見感染を起こし、米国では感染により医療機関を訪れた約５０万人のうち、約２万人が命を失って

いる。現状の当該菌検出には菌体の分離や培養過程を要し、数時間から数日を要するため、菌検出時には

症状の重篤化や院内感染拡大など状況悪化は避けられない。本研究では、当該菌を迅速・簡便に検出でき

ると予想される化合物（1）の合成、およびその化合物を用いた当該菌の検出方法の確立を目的とするも

のである。 

 

２ 研究方法と結果 
  これまでの当研究室の研究成果

をもとに目的とする黄色ブドウ球菌

検出薬となりうる化合物（1）は、発

光部位となるシロールデンドリマー

化合物（2）と黄色ブドウ球菌に接着

すると報告されているＮ－アセチル

ラクトサミン [LacNAc: Gal (1 →

4)GlcNAc －] の誘導体（3）のカッ

プリング反応により合成することと

した（式 1）。シロールデンドリマー（2）

はこれまでの当研究室で確立してき

た方法により、ジフェニルアセチレンを出発物質として、8段階の化学反応を経て合成した 4）。 

  また、Ｎ－アセチルラクトサミンの誘導体は、報告されている方法を参考にしてラクトース完全アセチル体を

出発物質として、式 2に示すように合計 8段階の化学反応にて合成した（式 2）。化合物（10）から化合物（11）

への変換反応では、通常ではトリフルオロメタンスルホン酸トリメチルシリルを当該反応の反応促進剤として用
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いているが、これでは収率があまり

にも低く満足がいくものではなか

った。そこで種々の反応促進剤を用

いた類似の反応を行ったところ、ト

リフルオロメタンスルホン酸を利

用した場合に化合物（11）の収率が

改善した（38％）。しかしながら、

それでも収率が低いため更なる反

応条件の検討が今後の課題として

残った。 

 合成したシロールデンドリマー

末端臭素体（2）とＮ－アセチルラ

クトサミンの誘導体（3）のカップ

リング反応を行い、Ｎ－アセチルラ

クトサミンを担持したシロールデ

ンドリマー（4）を合成することに

成功した（式 1）。化合物（4）の構

造は、核磁気共鳴スペクトル

（NMR）、赤外吸収スペクトル（IR）、

発光スペクトル（PL）、質量分析（MS）などにより行った。 

 

３ 今後の研究展開 

化合物（4）を加水分解すれば黄色ブドウ球菌の検出薬となりうる化合物（1）となる。今後、その合成・精

製を可能な限り早い時期に実施し、凝集状態でその発光効率が変化することをPLスペクトル解析により調査す

る。その後、実際に共同研究先で黄色ブドウ球菌を使った検出試験を実施する予定である。また、検出感度の向

上は検出薬において重要な課題である。感度向上のため化合物（1）の類縁体合成、および検出試験方法の模索

を共同研究先と継続していくこととしている。 
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